
� 右眼球と外眼筋の位置関係の模式図を別図 1に示す．

正しいのはどれか．

ａ ⓐ ｂ ⓑ ｃ ⓒ ｄ ⓓ ｅ ⓔ

� 56 歳の男性．2 か月前から右眼の視力低下を自覚して来院した．前眼部写真と超音波 B モード像を別図 2A，

2Bに示す．

診断に有用な検査はどれか．2 つ選べ．

ａ 頭部CT ｂ 血清 IgG4 ｃ 頭部単純X線撮影

ｄ 123I-IMP SPECT ｅ 免疫グロブリン遺伝子再構成

� 60 歳の男性．右眼の視力低下を訴えて来院した．右眼眼底写真を別図 3に示す．

必要な検査はどれか．

ａ EOG ｂ ERG ｃ MRI ｄ OKN ｅ VEP

� 正常眼の黄斑部OCT像を別図 4に示す．

視細胞内節外節接合部はどこに相当するか．

ａ ⓐ ｂ ⓑ ｃ ⓒ ｄ ⓓ ｅ ⓔ

� 72 歳の男性．白内障術後の眼内レンズ挿入眼でほぼ正視眼であるが，網膜疾患のため視力が両眼とも 0.5 に

低下している．もう少し矯正視力を上げたいと訴えて来院した．眼鏡とコンタクトレンズの像倍率を別図 5に示す．

試してみる方法はどれか．

ａ プラス度数の眼鏡レンズ

ｂ プラス度数のコンタクトレンズ

ｃ プラス度数のコンタクトレンズとプラス度数の眼鏡の同時使用

ｄ プラス度数のコンタクトレンズとマイナス度数の眼鏡の同時使用

ｅ マイナス度数のコンタクトレンズとプラス度数の眼鏡レンズの同時使用

� 68 歳の女性．右眼の眼球突出と眼球運動不良を自覚して来院した．眼窩部 MRI と生検組織像とを別図 6A，

6Bに示す．

診断はどれか．

ａ 悪性リンパ腫 ｂ 涙腺多形腺腫 ｃ 眼窩炎性偽腫瘍

ｄ 涙腺腺様囊胞癌 ｅ サルコイドーシス

� 70 歳の女性．左眼内眼角の腫瘤に気付き来院した．左眼前眼部写真と組織像とを別図 7A，7Bに示す．

診断はどれか．

ａ 基底細胞癌 ｂ 脂漏性角化症 ｃ 乳頭腫 ｄ 扁平上皮癌 ｅ Merkel 細胞癌

	 11 歳の男児．3 日前から顔面に皮疹が生じ，疼痛が強くなってきたため来院した．数年前から皮膚科に通院

している．顔面写真を別図 8に示す．

正しいのはどれか．2 つ選べ．

ａ 接触感染することがある． ｂ 高率に虹彩毛様体炎を合併する．

ｃ バラシクロビル塩酸塩内服を行う． ｄ 水痘帯状疱疹ウイルスによるものである．

ｅ 結膜擦過物を用いた蛍光抗体法検査が有用である．
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 2 歳の女児．乳児期から左の上眼瞼にふくらみがあり，大きくなってきたため来院した．前眼部写真と組織像

とを別図 9A，9Bに示す．

診断はどれか．

ａ 霰粒腫 ｂ 神経線維腫 ｃ 皮様囊腫 ｄ 毛細血管腫 ｅ 涙腺多形腺腫

10 72 歳の女性．数か月前から左眼の眼瞼のかゆみと鈍痛を自覚して来院した．前眼部写真と組織像を別図 10A，

10Bに示す．

診断はどれか．

ａ 霰粒腫 ｂ 脂腺癌 ｃ 基底細胞癌 ｄ 扁平上皮癌 ｅ 化膿性肉芽腫

11 65 歳の男性．左眼の異物感を主訴に来院した．左眼前眼部写真と組織像とを別図 11A，11Bに示す．

診断はどれか．

ａ 悪性黒色腫 ｂ 基底細胞癌 ｃ 原発性後天性メラノーシス ｄ 囊腫 ｅ 母斑

12 80 歳の女性．左眼の眼痛と視力低下を主訴に来院した．左眼前眼部写真を別図 12に示す．

発症に関与する点眼薬はどれか．2 つ選べ．

ａ ラタノプロスト ｂ ドルゾラミド塩酸塩

ｃ チモロールマレイン酸塩 ｄ ブロムフェナクナトリウム水和物

ｅ ベタメタゾンリン酸塩エステルナトリウム

13 50 歳の男性．幼少時から羞明と異物感を自覚し，徐々に視力低下が進行している．初診時の前眼部写真を

別図 13に示す．

この疾患で正しいのはどれか．2 つ選べ．

ａ 欧米と比較して日本での頻度は低い． ｂ 常染色体優性遺伝である．

ｃ TGFBI遺伝子の異常がある． ｄ 沈着物の同定にコンゴーレッド染色を用いる．

ｅ 表層角膜移植の適応となる．

14 57 歳の女性．左眼眼底写真とフルオレセイン蛍光眼底造影写真を別図 14A，14Bに示す．

診断はどれか．

ａ Coats 病 ｂ 脈絡膜骨腫 ｃ 悪性リンパ腫 ｄ 転移性脈絡膜腫瘍 ｅ 脈絡膜悪性黒色腫

15 20 歳の男性．5 年前から夜盲を自覚し，最近よく物にぶつかったり転んだりするようになったため来院した．

祖父も同様の症状がある．左眼眼底写真とフルオレセイン蛍光眼底造影写真を別図 15A，15Bに示す．

この疾患で誤っているのはどれか．

ａ ERGが減弱する． ｂ 進行すると光覚を失う． ｃ 求心性視野狭窄を認める．

ｄ X連鎖性遺伝形式を示す． ｅ 保因者の眼底は正常である．

16 10 歳の男児．昨日サッカー中にボールが右眼に当たり，視力低下を訴えて来院した．

視力は右 0.1(0.2×＋1.00 D)．右眼後極部OCT像を別図 16に示す．

現時点での適切な対応はどれか．

ａ 経過観察 ｂ 硝子体手術 ｃ レーザー光凝固

ｄ 副腎皮質ステロイド全身投与 ｅ トリアムシノロンアセトニドテノン囊下注射

17 65 歳の女性．右眼の視力低下で来院した．視力は右 0.3(矯正不能)．右眼眼底写真とフルオレセイン蛍光眼底

造影写真を別図 17A，17B，17Cに示す．

診断はどれか．

ａ 糖尿病網膜症 ｂ 加齢黄斑変性 ｃ 網膜細動脈瘤

ｄ 網膜静脈分枝閉塞症 ｅ 傍中心窩網膜毛細血管拡張症
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18 82 歳の男性．白内障手術の目的で来院した．視力は右 0.6(矯正不能)，左 0.5(矯正不能)．眼圧は右 15

mmHg，左 17 mmHg．左眼眼底写真を別図 18に示す．

適切な診断はどれか．

ａ 脈絡膜母斑 ｂ 転移性脈絡膜腫瘍 ｃ 眼トキソプラズマ症

ｄ 脈絡膜悪性黒色腫 ｅ 網膜色素上皮過形成

19 75 歳の女性．1 週前から左眼の視野障害を自覚して来院した．左眼眼底写真と OCT 像を別図 19A，19Bに

示す．糖尿病と高血圧の既往がある．

原因として考えられるのはどれか．

ａ 加齢黄斑変性 ｂ 糖尿病網膜症 ｃ 網膜細動脈瘤

ｄ 後部硝子体剝離 ｅ 網膜静脈分枝閉塞症

20 26 歳の男性．2 週前から両眼の視力低下と霧視とが出現し軽快しないため来院した．視力は右 0.06(0.8×

−4.00 D)，左 0.04(0.5×−4.50 D)．眼圧は右 11 mmHg，左 12 mmHg．右眼前眼部写真と眼底写真とを別図

20A，20Bに示す．

診断に必要な検査はどれか．2 つ選べ．

ａ 聴力検査 ｂ 髄液検査 ｃ HLA検査 ｄ 胸部X線検査 ｅ ツベルクリン反応

21 40 歳の女性．数日前からの左眼霧視を主訴に来院した．視力は右 1.0(矯正不能)，左 0.9(矯正不能)．眼圧は

両眼ともに 13 mmHg．2 年前から左右 1 回ずつ(計 2 回)異なる時期に同様の症状を経験している．左眼前房蓄

膿は体位による変動を認めない．後眼部に異常所見は認めない．両眼の前眼部写真を別図 21A，21Bに示す．

最も考えられるのはどれか．

ａ Behçet 病 ｂ Fuchs 虹彩異色性虹彩毛様体炎 ｃ Posner-Schlossman 症候群

ｄ 急性前部ぶどう膜炎 ｅ 転移性眼内炎

22 65 歳の男性．2 年前に Vogt-小柳-原田病の治療を受け，その後視力は良好であったという．1 か月前から左

眼視力低下を自覚して来院した．視力は右 1.0(矯正不能)，左 0.3(矯正不能)．左眼眼底写真と OCT 像とを

別図 22A，22Bに示す．

適切な治療はどれか．

ａ 炭酸脱水酵素阻害薬内服 ｂ 副腎皮質ステロイド大量全身投与

ｃ 副腎皮質ステロイドテノン囊下注射 ｄ 抗VEGF薬硝子体内注射

ｅ 硝子体手術

23 42 歳の女性．両眼の視力障害を訴えて来院した．視力は右 0.2(矯正不能)，左 0.3(矯正不能)．眼圧は両眼と

もに 15 mmHg．前眼部と中間透光体に異常は認めない．両眼の眼底写真を別図 23A，23B に示す．体温

／ ／36.5℃，血圧 220／120 mmHg．尿タンパク(＋)，尿糖(−)．血糖 108 mg／dl．直ちに内科へ紹介した．

今後の眼科での適切な対応はどれか．

ａ 経過観察 ｂ 格子状光凝固 ｃ 抗VEGF薬硝子体内注射

ｄ 虚血領域への局所的光凝固 ｅ 副腎皮質ステロイドテノン囊下注射

24 生後 5 日の新生児．修正 36 週で出生した．分娩に特に異常はなかったが，一時酸素投与を要した．両眼の

眼底写真を別図 24A，24Bに示す．

考えられるのはどれか．

ａ 色素失調症 ｂ 未熟児網膜症 ｃ 新生児網膜出血

ｄ 家族性滲出性硝子体網膜症 ｅ shaken baby syndrome
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25 68 歳の女性．2 か月前から両眼複視が出現し，最近複視の頻度が増加したため来院した．視力は右 0.6(0.8×

−0.50 D cyl −1.00 D 90°)，左 0.1(0.2×−2.00 D)．頭部 MRI 検査で異常はない．眼位写真と前眼部写真(
)

を別図 25A，25Bに示す．

まず行うべき治療はどれか．

ａ 右眼外直筋後転術 ｂ 左眼外直筋後転術 ｃ 両眼外直筋後転術

ｄ 右眼白内障手術 ｅ 左眼白内障手術

26 40 歳の男性．左眼で見るとぼやけることを主訴に来院した．19 年前に左眼網膜裂孔に対するレーザー治療を

受けた既往がある．視力は右 0.1(1.5×−5.00 D)，左 0.05(0.2×−7.00 D cyl −1.00 D 180°)．前眼部写真(
)

を別図 26に示す．眼底は正常であった．

次に行う検査はどれか．

ａ 頭部MRI ｂ 全視野 ERG ｃ ピンホールによる視力検査

ｄ Titmus stereo tests ｅ VEP

27 6 歳の女児．生後から明るい場所でまぶしがる症状と眼振がある．視力は両眼ともに 0.05(矯正不能)．ERG

の結果を別図 27に示す．

診断はどれか．

ａ 網膜色素変性 ｂ 錐体ジストロフィ ｃ 杆体 1色覚(全色盲)

ｄ オカルト黄斑ジストロフィ ｅ Stargardt-黄色斑眼底

28 30 歳の女性．健診で眼底異常を指摘されて来院した．視力は右 0.5(1.0×−3.50 D)，左 0.6(1.0×−2.50 D)．

眼圧は右 14 mmHg，左 16 mmHg．前眼部と中間透光体に異常はない．右眼眼底写真と自動静的視野検査の

結果を別図 28A，28Bに示す．

考えられる疾患はどれか．

ａ 偽乳頭浮腫 ｂ 視神経低形成 ｃ 正常眼圧緑内障

ｄ 傾斜乳頭症候群 ｅ 視神経乳頭コロボーマ

29 17 歳の女子．4 年前から視力の低下を自覚した．そのため試験がうまくできず，引きこもりになった．朝起き

たら，突然眼が見えなくなっていたため来院した．視力は両眼ともに光覚なし．両眼の眼底写真と頭部 CT を

別図 29A，29B，29Cに示す．

考えられるのはどれか．

ａ 圧迫性視神経症 ｂ 遺伝性視神経症 ｃ 心因性視力障害

ｄ 脱髄性視神経炎 ｅ 栄養障害性視神経症

30 5 歳の女児．1 か月前から左眼が二重瞼になったのに両親が気付き来院した．視力は右 1.2(矯正不能)，

左 0.01(矯正不能)．眼底は右眼に異常はなく，左眼に乳頭浮腫を認める．眼窩 MRI と病理組織像を別図 30A，

30Bに示す．

考えられる疾患はどれか．

ａ 視神経膠腫 ｂ 視神経鞘髄膜腫 ｃ 視神経悪性黒色腫

ｄ 視神経転移性腫瘍 ｅ 視神経乳頭ドルーゼン

31 35 歳の女性．1 か月前から左眼の視力低下を自覚し，徐々に進行してきたため来院した．視力は右 1.0(矯正

不能)，左 0.08(矯正不能)．対光反射は左眼直接で遅鈍かつ不十分．眼底は右眼に異常はなく，左眼に視神経乳

頭の耳側退色を認める．冠状断と軸位断の頭部MRI を別図 31A，31Bに示す．

考えられるのはどれか．

ａ 脳動脈瘤 ｂ 下垂体腺腫 ｃ 頭蓋咽頭腫 ｄ 副鼻腔囊腫 ｅ Rathke 囊胞
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32 15 歳の女子．出生早期からの頭位異常と眼の揺れを訴えて来院した．電気眼振図を別図 32に示す．

最も考えられるのはどれか．

ａ 動揺視がみられる． ｂ 左への顔回しがみられる．

ｃ 輻湊により眼振の振幅が増強する． ｄ 遮閉眼を左右変えると眼振の方向が変わる．

ｅ Jensen 法の適応である．

33 6 歳の女児．出生時から眼位の異常に母親が気付き来院した．水平 3方向眼位写真を別図 33に示す．

適切な対応はどれか．

ａ 経過観察 ｂ 右眼アイパッチ ｃ 完全屈折矯正眼鏡

ｄ 両眼外直筋後転術 ｅ 両眼内直筋前転術

34 視神経乳頭写真を別図 34に示す．

緑内障でないのは別図のどれか．

ａ ⓐ ｂ ⓑ ｃ ⓒ ｄ ⓓ ｅ ⓔ

35 生後 2か月の Sturge-Weber 症候群患児の超音波生体顕微鏡(UBM)像を別図 35に示す．

正しいのはどれか．2 つ選べ．

ａ 左眼の角膜径が大きい． ｂ 右眼の眼圧上昇を認める．

ｃ 左眼の眼圧上昇を認める． ｄ 眼軸長の左右差は認めない．

ｅ 右側顔面にイチゴ状血管腫を認める．

36 9 歳の男児．右眼眼底写真と自動静的視野検査の結果を別図 36A，36Bに示す．

診断はどれか．

ａ 発達緑内障 ｂ 近視性乳頭 ｃ 正常眼圧緑内障

ｄ 遺伝性視神経萎縮 ｅ 鼻上側視神経低形成

37 線維柱帯切除術の術後 3日目の眼圧が 40 mmHgであった．術後隅角写真を別図 37に示す．

適切な処置はどれか．2 つ選べ．

ａ 前房洗浄 ｂ needling ｃ レーザー切糸 ｄ 眼球マッサージ ｅ 眼圧下降薬投与

38 32 歳の男性．右眼の線維柱帯切除術を行い，眼圧コントロールのためにレーザー切糸を行った．翌日の前眼

部写真を別図 38に示す．眼圧は右 2 mmHg．

適切な治療はどれか．2 つ選べ．

ａ 炭酸脱水酵素阻害薬内服 ｂ ピロカルピン塩酸塩点眼

ｃ 結膜の上から強膜弁縫合 ｄ 前房内への粘弾性物質の注入

ｅ 周辺虹彩切開孔からのYAG レーザー照射

39 4 週の新生児．眼の異常に母親が気付き来院した．前眼部OCT像を別図 39に示す．

この疾患で誤っているのはどれか．

ａ 両眼性が多い． ｂ 緑内障を合併する．

ｃ 後部胎生環がみられる． ｄ 角膜混濁は次第に軽減する．

ｅ 神経堤由来細胞の遊走異常が原因である．

40 右眼線維柱帯切除術後，充血と眼脂の増加および眼痛のために救急外来を受診した．前眼部写真を別図 40に

示す．視力は右 0.7(矯正不能)．細隙灯顕微鏡所見では前房および前部硝子体は清明であった．

適切な治療はどれか．

ａ 硝子体手術 ｂ 病巣部切除 ｃ 抗菌薬全身投与

ｄ 抗菌薬頻回点眼 ｅ 抗菌薬硝子体内注射
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41 別図 41に示す器具を使用するのはどれか．

ａ 圧迫隅角検査 ｂ 後発白内障切開 ｃ 周辺部網膜観察

ｄ 視神経乳頭観察 ｅ 線維柱帯切除術後の切糸

42 39 歳の男性．右眼を殴られた直後から視力障害を自覚して来院した．視力は右 0.3(矯正不能)，左 1.5(矯正

不能)．右眼眼底写真を別図 42に示す．

診断はどれか．

ａ 網膜振盪 ｂ 網膜剝離 ｃ 脈絡膜破裂 ｄ 網膜色素上皮裂孔 ｅ 遠達外傷性網膜症

43 5 歳の男児．転倒して右眼を強打した．前眼部写真を別図 43に示す．

考えられるのはどれか．

ａ 眼内炎 ｂ 眼球破裂 ｃ 結膜裂傷 ｄ 眼窩脂肪脱出 ｅ 水疱性角膜症

44 22 歳の男性．右眼を殴られて複視と顔面のしびれを自覚して来院した．頭部CTを別図 44に示す．

知覚消失を認めない部位はどれか．

ａ 頰部 ｂ 歯肉 ｃ 鼻翼 ｄ 上眼瞼 ｅ 上口唇

45 9 歳の男児．両眼の掻痒感と左眼の視力低下を主訴に来院した．左眼前眼部写真を別図 45A，45Bに示す．

適切な治療はどれか．3 つ選べ．

ａ シクロスポリンA点眼 ｂ タクロリムス水和物点眼 ｃ 副腎皮質ステロイド点眼

ｄ 治療用コンタクトレンズ装用 ｅ 表層角膜移植術

46 65 歳の男性．右眼の水疱性角膜症に対して全層角膜移植を 10 か月前に受けた．3 日前からの視力低下を主訴

に来院した．右眼前眼部写真を別図 46に示す．

適切な治療はどれか．

ａ 角膜表層搔爬 ｂ 抗菌薬頻回点眼 ｃ クロルヘキシジン点眼

ｄ アシクロビル眼軟膏点入 ｅ 副腎皮質ステロイド点眼

47 72 歳の男性．両眼複視と左眼眼瞼の腫瘤を主訴に来院した．10 年前に左眼の網膜剝離手術の既往がある．

前眼部写真と頭部MRI とを別図 47A，47Bに示す．

考えられるのはどれか．

ａ 眼瞼腫瘍 ｂ 眼窩腫瘍 ｃ 眼窩内木片異物

ｄ シリコーンスポンジ脱臼 ｅ バックル材膨隆

48 30 歳の男性．近視矯正手術 LASIK を希望して来院した．

LASIK の適応とならない角膜形状解析の結果は別図 48のどれか．

ａ ⓐ ｂ ⓑ ｃ ⓒ ｄ ⓓ ｅ ⓔ

49 68 歳の女性．両眼の充血を主訴に来院した．初診時の前眼部写真を別図 49に示す．

適切な治療はどれか．2 つ選べ．

ａ 結膜切除術 ｂ 全層角膜移植術 ｃ アシクロビル眼軟膏点入

ｄ 副腎皮質ステロイド点眼 ｅ ハードコンタクトレンズ装用

50 67 歳の男性．2 日前に左眼の視力低下に気付き来院した．視力は右 1.5(矯正不能)，左 0.2(矯正不能)．眼圧

は両眼ともに 10 mmHg．両眼に軽度の白内障を認める．左眼眼底写真を別図 50に示す．

適切な治療はどれか．

ａ 白内障手術 ｂ 網膜光凝固 ｃ 光線力学療法

ｄ ガスタンポナーデ ｅ トリアムシノロンアセトニドテノン囊下注射

平成 24 年 8 月 10 日 795



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.16667
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.16667
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.16667
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


